


 

 

 

 

 口腔は消化器の入口であり、「食物を摂取する」、「咬む」、「飲み込む」はもとより体外からの

種々の有害物質から生体を防御する役割を持っています。さらには「味を楽しむ」、「話す」、「管

楽器を吹く」など、高度な機能を担う臓器でもあります。  

口腔の構造は粘膜で覆われた中空器官で、口唇、頬、上顎、下顎、口蓋、舌、口腔底から構成

されています。さらに、上顎や下顎は顎骨と歯・歯周組織（歯ぐき）からなり、歯という硬組織

が粘膜を突き破り萌出しているのは、口腔に特有な構造と言えます（体で似ている部位と言えば、

爪でしょうか）。下顎は、下顎頭と呼ばれる部位が頭蓋骨と靭帯・筋肉で連結されています。この

部位がいわゆる顎関節です。  

口腔内には耳下腺、顎下腺、舌下腺、その他小唾液腺から唾液が分泌されることで口腔の機能

と健康維持に貢献しています。  

このように、口腔・顎・顔面は、複数の組織から構成されています。そのため口腔・顎・顔面

には、虫歯や歯周病以外に様々な病気ができ、それを診るのが口腔外科というわけです。したが

って、以下のような病気を対象とします。  

●交通事故やスポーツによる顎骨骨折（顎が折れ変形する・かみ合わせがずれる）  

●口腔癌（口の中のできものが治らない）  

●摂食嚥下障害（飲み込みずらい，食べずらい）  

●頬部蜂窩織炎（虫歯・歯周病感染の悪化が原因でおこる腫れ（時に呼吸困難））  

●ドライマウス（唾液が出なく口が渇く，味が分かりにくい）  

●舌痛症（舌がピリピリする）  

●顎関節症（顎が痛い，開かない）  

●口腔外科で一番多い治療といえば，「親知らずの抜歯」  

●持病が心配で歯科治療を受けていない  

（透析中，重度糖尿病，心疾患，脳血管疾患，抗ガン治療中，等々）  

 

 

  

2015 年 3 月 1 日付で、埼玉よりい病院の歯科口腔外科診療科長を  

拝命致しました。神戸智幸（かんべ ともゆき）と申します。  

私は「自分の家族のように患者さん・スタッフを大切に思い診療を行うこと」  

を信念に日々の医業を行っております。  

群馬大学口腔外科では、主に口腔癌治療に従事しております。  

また、麻酔科、集中治療部、救急部を研修し、様々な病態と対峙してまいり  

ました。  

これまでに経験した知識・技術を最大限生かし、患者さんに最良の治療が行えるよう努めて 

行きたいと思います。  

  

  

口腔外科について  
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圧迫骨折は背中にある背骨の骨折です。腕や

足と違い、下からの外力による衝撃で起こり、

比較的頻度の高い骨折の一種です。  

 

 

脊椎圧迫骨折は、中高齢の方に多い骨折で、自

宅などでバランスを崩した際に、尻もちをつく

ように転んでしまい、受傷する事が多いです。 

 

 

疼痛・体幹、下肢の筋力低下・下肢の感覚障害 

腰痛に対しての 

日常生活の注意点 
 

・床にある物を持つ時は、  

しゃがんで体の近くで支える  

・重い物は両手でしっかりと持つ  

・鞄などは肩掛けの物に変更する  

・背中を反る姿勢をとらない  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～患者様には、より安全でより楽に胃カメラ・大腸カメラを  

受けて頂けるようになりました～ 
 

日本における胃がんや大腸がんの発症率は依然として高く、早期発見の重要性が叫ば

れています。しかし従来の上部内視鏡（いわゆる胃カメラ）や下部内視鏡（大腸カメラ）

検査には多少の苦痛を伴うことも多かったのが現状です。  

当院においては開院以来出来るだけ優しい検査を心掛けて参りましたが、その一環と

して、この度内視鏡設備を一新致しました。上部は細径化 (直径 10mm から 5mm へ)

により苦痛の少ない経鼻内視鏡を実現、また下部も先端部の柔軟性に富んだカメラの使

用により検査中の苦痛を軽減します。現在、早期がんであれば手術をせずに内視鏡によ

る治療も可能な時代です。  

是非この機会に内視鏡検査を受けましょう。  

 

～リハビリテーションコラム～ 

埼玉よりい病院 リハビリテーション科  田村俊樹  

第５回  脊椎（せきつい）圧迫骨折 

 

概 要 




